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図 1. 人工MTM分子  
(a) 318 K, (b) 330 K, (c) 335 K、スケールバー: 200 µm 
 第３章では、交互両親媒性物質の光応答性を利用した機能化に関連して見いだされた
興味深い現象について詳細に報告した。 
 第４章、第５章では、PEGのコンホメーション変化を連動した相構造の変化について、
いくつかの交互両親媒性をとりあげ詳細に検討した結果をまとめた。 
 第６章では総括について述べた。 
